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椋田 悠介，原田 達也(東大)

● 偏正準相関分析(PCCA)
– ある変量の影響を除いた，二変量の相関の大きくなる部分空間への射影を求める手法，

時系列間の因果指標の計算等

● 目的:高次元少サンプル時や共線性を持つ時もPCCAを安定して計算したい
● 提案手法:PCCAに確率解釈を与えパラメタをベイズ推定する

数値実験:時系列データ間の因果指標の計算

提案手法
確率解釈+ベイズ推定

従来手法
PCCA

N=200で発散N=50でも安定
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